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展 望
性ホノレモンを中心にして養
脳下垂体の化学
湊 顕卦長
各種ホノレモンを化学構透から分類すると， スチロー ノレ系， フェノール系，蛋白系の三群に分
けられ，問題とたっている脳下垂体ホルモン除蛋白系に属し且つ水溶性であるO 脳下霊体の縦
断面を見ると肉眼的に前葉，後葉及び中葉と区別し得るO 普通脳下垂体は摘出後直ちにアセト
ン中に投入し脆脂，脱水を計り次の操作に備えて保存ナる。
前葉は内分泌器を統制調節ナる各種ホルモンを分f必ずるが， 性腺刺激ホノレモンは前葉のみ註
らヂ責任婦尿及び血液中にも存ナるO しかしながら各々の作用は異っているO 飯ち腺性ホルモ
ンと舵馬血清ホルモンは Prolan，Synproran (協調物質〉の混合体であり，夫々卵胞成熟，黄
体形成両作用を有ナるが， 脳下垂体摘出による欠損症状は腺性ホノレモンで防止出来るに反し，
尿性ホルモンでは防止出来ない。現在性腺ホノレモンの原料となるのは前葉と妊婦尿である。責任
婦尿の場合， 馬では人の 5%にすぎたいので妊婦尿が原料と怒るが，妊娠8週位迄が最高で 
1]中に 5000l¥1Lにも遼ナるO
前葉は前述の如くアセトン乾燥粉末にして処理し， 尿は吸着を利用ナるがいすzれも純粋なも
のは得られない。 水溶液は 600-70コで自去に分解， 酸性よりアノレカりに強く トリプシンで分解
ナるがペプシンには抵抗ナる， 叉普通の蛋白沈澱剤である Sulfosalicyls 3ure，pikrinsaure， 
Trichlorsaureで、は沈澱せデ， 酒押j，Aceton，グンニン置変， 惨状鉄， 酷酸ウラエール， 燐モ
リブヂン酸で沈澱ナる。前葉ホノレモン仁I~ には種々の刺激ホノレモンが含まれるが腺固有の有効成
分は性腺刺激ホルモン， 甲状腺刺激ホルモン高分子体の分解産物として成長及び字L汁分泌ホル
モンが挙げられる。
後葉ホルモンは後読さから脳脊髄液内に入り毛細血管に移ってゆくと言う。後葉ホルモンの結
晶は未だいすzれも得られていない 臨床用としては子宮緊縮作用と共に血圧作用のない分離製J
品が望ましい。粉末は牛死後 30分以内の後葉を Aceton処理に依り乾燥して貯えるo 1mg中
シスチン等を含む。アルギニン，である。化学的にはポリペプチ'!lF'でチロ訪ン， u. 1.2 
中葉ホルモン中にはメラユン細胞拡張ホJレモンを多量に含有するO後葉の成分は中葉にない。
叉後葉ホルモンの如くアルカリで分解されない。
以上脳下垂体ホルモンは化学的には何一つ解決されていない現状である。 しかし今後に学的
研究が進むとすれば分子の小さいメラノフ;t.....ルホルモンが最も早いであらう。
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